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慶応元年七月一一六日（一八六五・九・一五）の未明、幕府派遣のロシア留学生六名（山内作左衛門倒、緒方城次
号（。○目『ごつげ”勇士“の意、一七○○トン）は箱館を出帆し、｜路ロシアへと向った。（１）
郎倒、市川文吉⑲、大築彦五郎岡、田中次郎⑬、小沢漬次郎⑬）を乗せたロシア海軍の蒸気軍艦「パガティリ」
同艦が、帰国の途次、長崎・香港・シンガポール・パタビァ・サンモンズタウン（南アフリカ）・ケープタウン・
セントヘレナを経て、南イングランドのプリマスに入港したのは、翌慶応二年一月二七日（’八六六。’一一。一三）の
早朝のことである。
ロシア留学生の一行は、「パガティリ」号がつぎの寄港地、フランスのシェルブールに寄るまでの約一一週間、港町
プリマスにおいて、ヨーロッパでの最初の日々をすごしている。かれらは交替で上陸すると、町中の銭湯（”蒸し風
呂“か）に入ったり、散策や買物をしたり、芝居をみたり、レストランに入り食事をしたりして、半年以上におよぶ
長い航海の苦労をいやしたのである。
プリマス、含昌目＆（図版Ｉ）は、イギリスの代表的な海港のひとつである。イングランド南西部、デポン州の港
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永
孝
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現在のプリマスは、他のイギリスの港町の多くがそうであるように、海岸保養地、ヨットハーバーとして知られ、
産業としては食品。造船・衣料などが盛んなようだ。この町は、温暖な気候と美しい湾岸風景にめぐまれ、落ちつい
た静かなたたずまいを見せている。港湾一帯を遊歩道が取りまいていて、時折そこを散策する人の姿がちらほらみら
れ
る
。
こ
こ
を
支
配
し
て
い
る
の
は
静
け
さ
で
あ
り
、
カ
モ
メ
の
鳴
き
声
で
あ
る
。
百数十年前のプリマスも、おそらく今日と変らぬ静かな港町であったことだろう。ロシア留学生らは、朝もやの中
にみえる砲台（「ロイヤル砦」）やヴィクトリア朝風の町並みとそこから立ちのぼる人煙を見、そぞろに陸上の生活を
町である。ロンドンの西南西三六四キロに位置している。今日の人口は約二六万（一九八○年）である。プリマスは
閖
中世以来、漁業。商業・海港として栄え、一四世紀に入ると要塞化され、海軍基地をもうけ、重要な役割を果すよう
に
な
っ
た
。
こ
の
港
町
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
上
名
高
い
、
数
多
の
艦
船
の
出
帆
を
目
撃
し
て
い
る
。
一五七七年フランシス・ドレーク（一五四○？～九六）は、この港から世界一周の航海に出たし、一五八八年スペ
インの無敵艦隊を向え撃つためにハゥァド・オブ。エフィンガム卿は、ここから出帆し、さらに一六二○年新大陸へ
（２） 
の最初の移民船「メーフラワー」ロ万も、当地をさいごの寄港地としてアメリカに向った。そして一七世紀以来、半島
の西岸部（デポンポート）にドックや海軍基地がつくられ、プリマスはますます枢要の地位を占めるに至った。
一九一四年デポンポート、ストンハウス、プリマスの三都市が合併され、その全地域をプリマスと総称されること
になった。プリマスは、ポーッマス港と同じように海軍工廠と軍港の所在地としてきわめて重要な地位にあったか
（３） 
ら、第二次大戦中、延べ五九回もドイツ空軍による空襲を彦つけ、甚大な被害をこうむった。戦乱によりプリマスの町
並みは一変した。今、往時を想いおこさせる建物は数少ないが、町の各所に古い家や静かな通りや小路があって、昔
の
面
影
が
し
の
ば
れ
る
。
一月二七日（三・一一一一）、一行は、昼食に生の食用肉を供され、それにしたづっみし、さらにオレンジを食べ、汚
れ
物
を
洗
濯
屋
に
出
し
た
。
二
八
日
の
午
後
、
一
行
は
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
以
来
六
三
日
ぶ
り
で
上
陸
し
、
大
地
の
感
触
を
あ
じ
わ
い
、
銭
湯
に入り、つもるあかを洗いおとした。市川と緒方・大築のみは、同日市内のホテルで一泊した。三○日（三・’六）、
山内・小沢・田中らは上陸すると、「ロイヤル劇場」（図版Ⅱ）で芝居を観、それよりとなりのホテル（「ロイヤル・
ホテル」？）で一泊した。水洗トイレの精妙さにおどろく。二月二日（三・一八）、市川と大築は、再び上陸した。
三
日
、
山
内
は
午
後
に
上
陸
し
、
下
着
・
手
袋
・
世
界
地
図
な
ど
を
求
め
た
。
四
日
（
三
・
二
○
）
、
大
築
と
田
中
は
上
陸
し
た
。
翌
五
日の午後、大築は再び上陸した。「パガティリ」号では、石炭の搬入がはじまる。六日（一一一・二二）、夕食後、市川・
緒方・大築らは上陸すると、銭湯に行く。同夜、三人はあらしのため市内のホテルで一泊した。八日（三・二四）、
山
内
は
防
寒
服
と
ズ
ボ
ン
を
求
め
た
。
甥二月九日（三・一一五）の未明、「パガティリ」号は幕生六名をのせてプリマスを出港、対岸フランスのシェルブー
ールを目ざし、同日の午後六時前にシェルプール（図版Ⅲ）に入港した。翌一○日（’一一・一一六）、一行六名は、案内役
鮒のロシア士官とともに上陸すると、パリに向かい、さらにベルギー、ドイツのベルリンを経て、慶応二年一一月一六日
錘（四・｜）の午後、雪のペテルスブルクに到着した。……
》幕末のロシア留学生に関する海外資料は、これまでほとんど発見されず、ましてや紹介されることもなく、今日に
赤至っている。が、筆者は先年の夏、イギリス滞在中に若干二次資料を入手することができたので、それを紹介するこ
ロ未とにする。それは英紙『ザ・ランドン。アンド・チャイナ・エクスプレス』国⑯田・ａ・夢§こ＆言・固曽「、ｍのに一一一
幕
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
新
聞
記
事
で
あ
る
。
想
像したことだろう。
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同
紙
が
は
じ
め
て
幕
生
ら
の
記
事
を
掲
げ
た
の
は
、
一
八
六
六
年
三
月
一
七
日
の
こ
と
で
、
ャ・ポーチタ」すなわち『ノーザン・ポスト」紙の記事を転載したものである。
文）は［資料］として本稿のさいごに掲げた。
白
セ
ー
グ
ュ
ル
ナ
ヤ
・
叙
Ｉ
チ
ク
ビ
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
の
『
ノ
ー
ザ
ン
・
ポ
ス
ト
』
紙
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。
「
昨
年
九
日
加
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
指
令
官
ク
イ
ク
ソ
（４巳）
イ
エ
ン
ド
グ
ロ
ウ
海
軍
少
将
の
招
き
に
よ
り
、
大
君
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
日
本
の
青
年
七
名
は
、
陸
海
軍
の
諸
術
の
各
分
野
を
学
ぶ
た
め
に
、
故
国
に
ク
イ
ク
ン
向
か
う
ロ
シ
ア
海
軍
の
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
艦
”
パ
ガ
テ
ィ
リ
〃
号
に
乗
船
し
た
。
か
れ
ら
は
皆
、
大
君
の
宮
廷
に
お
け
る
有
力
者
の
子
弟
又
は
そ
の
縁
戚
で
（Ｒｕ） 
（〈、）
あり、パガティリ号において学習を開始した。これらの若い熱吐のうち四名は、江一Ｐの高等教育機関において、これまで英語・フ
ランス語・ドイツ語・オランダ語といった近代語の教師であった。」
ロ
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
若
い
日
本
人
六
名
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
到
着
し
、
外
務
省
の
ア
ジ
ア
局
に
出
頭
し
た
。
『
北
の
ミ
ツ
バ
チ
』
紙
は、つぎのように伝えている。「周知のことであるが、日本政府がこれらの若者を派遣したねらいは、科学的な意図があったという
ヨ
セ
ー
ゲ
巳
ル
ナ
ャ
・
プ
チ
ニ
ワ
巴
ついで同年五月一○口ｕ、在ハンブルク特派員は、ペテルスプルクの「北のミツバチ』紙に戦っていた幕生に関する
記
事
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
本
紙
『
ザ
・
ラ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
に
送
り
、
さ
ら
に
同
紙
は
そ
れ
を
転
載
した。「外
国
情
報
」
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
そ
の
他
－
－
本
紙
特
派
員
よ
り
ハ
ン
ブ
ル
ク
発
五
月
七
日
「
外
国
情
報
」
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
そ
の
他
ｌ
本
紙
特
派
員
よ
り
ハ
ン
ブ
ル
ク
発
三
月
七
日
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
の
『
セ
ー
ヴ
ェ
ル
ナ
郷
つ
ぎ
に
そ
の
大
意
を
掲
げ
る
。
原
文
（
英
幕末ロシア留学生に関する一史料
ロ
シ
ア
の
蒸
気
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
艦
”
パ
ガ
テ
ィ
リ
“
号
は
、
約
五
ヵ
年
間
故
国
を
留
守
に
し
た
の
ち
、
こ
の
間
同
艦
は
も
っ
ぱ
ら
シ
ナ
や
日
本
の
海
域
で仕務についていたのだが、極東から無事クロンシュタッ卜に帰港した。帰途、ブレストに寄港し、日本の青年らを上陸さ逢越・
（皿）
か
れ
ら
は
ブ
レ
ス
ト
よ
り
陸
路
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
向
っ
た
。
翌
日
、
艦
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
卜
の
提
督
兼
皇
帝
の
海
軍
武
官
で
も
あ
る
ノ
ポ
シ
ル
ス
キ
ー
海
軍
大
将
、
参
謀
部
上
席
の
海
軍
少
将
タ
ウ
ベ
男
爵
ら
の
査閲をうけた。
数
多
の
変
革
や
発
明
が
可
能
に
な
る
。
（Ⅲ） 
ま
た
同
じ
目
的
を
も
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
た
青
年
ら
も
い
る
。
目
下
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
に
い
る
日
本
人
は
、
わ
が
国
の
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
艦
禦
バ
ガ
テ
ィ
リ
鰄
号
で
運
ば
れ
て
来
た
。
同
艦
は
日
本
人
を
シ
ェ
ル
プ
ー
ル
に
上
陸
さ
せ
た
。
そ
こ
か
ら
一
行
は
、
汽
車
で
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
経
由
で
当
地
に
や
っ
て
来
た
。
か
れ
ら
は
ア
ジ
ア
局
に
出
頭
し
た
と
き
、
ロ
シ
ア
滞
在
中
は
同
局
の
保
護
下
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
洋
服
を
着
て
い
た
。
断
髪
姿
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
容
貌
に
は
ア
ジ
ア
系
の
特
徴
が
著
し
く
、
す
ぐ
生
粋
の
日
本
人
と
わ
か
る
ほ
ど
で
あ
っ
（８） 
（９） 
こ
と
で
あ
る
。
一
行
中
で
い
ち
ば
ん
年
長
者
は
、
わ
ず
か
一
八
歳
で
あ
る
。
最
年
少
者
の
二
人
は
、
わ
ず
か
一
二
歳
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
知
識
を
身
に
つ
け
て
帰
国
し
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
が
ま
っ
た
く
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
た」。
（ノ◎ 六
月
パカテイリ号は、一昨日（五月五日）キールに到着し、バルチック海を経てクロンシュタッ卜に着呼越。
「外国情報」 日
付
の
つ
ぎ
の
記
事
も
、
在
ハ
ン
ブ
ル
ク
特
派
員
の
通
信
に
よ
る
も
の
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ス
源
は
お
そ
ら
く
ロ
シ
ア
紙
で
あ
る
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
そ
の
他
’
１
本
紙
特
派
員
よ
り
ハ
ン
ブ
ル
ク
発
六
月
七
日
8９ 
以上のごとく三つの記事の中には、明らかに間違いと思われるものも部分的に見られるが、概ね正しいものであ
る。幕生らが国家目的としてのロシアに派遮されたこと。乗った艦がヨーロッパ到着後、クロンシュタッ卜へ直行せ
ず、プリマスに寄ったのち、シェルブール港に寄港したこと。幕生らは同地で下船し、陸路ロシアへ向ったこと。和
服でなく洋服で役所（外務省アジア局）に出頭したこと。シェルブールを出港した「パカティリ」号がフランスの軍
港ブレスト、ついでドイツのキール港に寄港したのち、クロンシュタッ卜に向ったこと。帰港後、同艦が軍幹部の査
閲
を
う
け
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
。
これらの記事は必ずしも第一級資料とはいえないが、幕生のヨーロッパ到着後の動向や従来不明であった露艦「パ
ガティリ」号のその後の航跡を知るうえで貴重である。
日本駐箭オランダ総領躯グラーフ・ファン・ポルスブロック氏が開始した、日本とデンマークとの通商航海条約をめぐる予鮒交
渉
に
つ
い
て
の
憐
報
が
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
届
い
て
い
る
。
9０ 
甥曰一意切屏．、Ｒ⑯「＆胃四三○「罫巾「国、○Ｒ８員田口切吾の［Ｃ一一○三旨ｍｍＩ屡］ロののロの曰すの可］凹め（の①ぐの二『◎目、〕ロで目のいの》⑰の０
浄一のｇの」す巨言の己琶ｏｏｏｐＣｐｇの旨ユ冨亘○二Ｃ扁二の○○日目四口』の『○亀二の幻巨の⑪旨ロ⑩皀巨⑪』円。ご冒昌の殉四○】〔』Ｐ函の座『‐
鰯シュ目『Ｐ］』の己○ｍ胃。三・軍「の『の、宣旨の二○二ヶ○四己四・一・旨・》⑫８『ぐの三のｍｏｍｐご「問・『忌め⑪口頭の８再巨のの愚》｛。『←ラの
》」
生Ｅ『已○いのＣ｛の目身冒頭ｓ電の『の己ず田口○富⑰。息夢の曰〕旨ＰｑＰ己冒ごＰ］官。｛の切巴。■⑪・弓ずの］閏の色｝」②。■の。『己のＰ『『の‐
鐸一員一○コの○局旨〔旨の己旨一己の円ｍＣｐｍｇ弓の○○色『←。｛号の弓巨８ＯＰＰ且夛自のＰ一『８ｓ８日目のごｇ已昌の弓、目」一○ｍ。ご
アシケ。②『」芸の。。『ぐの茸の・句。■『○局ｇの、の］ｏ巨口、、のどこの曰の三毛の【の亘吾の『８芹の四ロゴの円の。届日。。の■ご－回ご函二四ｍの⑰‐‐○の『ロ］、ニ
ロ綜因ロ、房戸冒『のロロラー色目□冒○ゴー‐四一二の臣晒すの。豈○。」９Ｋの」○・弓
［
資
料
二
二①厨・ａ・宮口員〔費目田§「⑩②②紙に掲載されたロシア留学生の記事
国。Ｈ巴、ロ』口←の］」】、のｐｏＰ
ｌ
Ｉ
 
困口のの』シ》○国罰三シｚご》陣。．
（句罰。旨○ご罰○三二○○””因の勺ｏｚＤ団ｚＳ・）
西シ三国ロ幻○・三回『◎き『．
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［瓢宴１１］
ＲＵＳＳＩＡ，ＧＥＲＭＡＮＹ，＆c・
（ＦＲＯＭＯＵＲＯＷＮＣＯＲＲＥＳＰＯＮＤＥＮＴ.） 
ＨＡＭＢｕＲＧ，Ｍａｙ７ｔｈ 
ＴｈｅｓｉｘｙｏｕｎｇＪａｐａｎｅｓｅｓｅｎｔｔoRussiahavearrivedatSt・PetersburgandbeempresentedattheAsiatic
DepartmenttotheMinisterforForeignAffairs･ThejVOrther〃Ｂｅ２ｓａｙｓ：必ＩｔｉｓｗｅｌｌｋｎｏｗｎｔｈａｔｔｈｅＧｏｖ－
ｅｒｎｍｅntofJapan，ｉｎｓｅndingtheseyoungmemtoRussia，hadinviewascientificobject；theeldestof 
themisonlyeighteenyearsofage，ａｎｄｔｈｅｔｗｏｙｏｕｎｇｅｓｔａｒｅｏｎｌｙｔｗｅｌｖｅ・TheyaretoreceiveaEuro-
pea、education，ａｎｄthusacquireknowledgethatwillenａｂｌｅｔｈｅｍｏｎｔｈｅｉｒｒｅｔｕｒｎｈｏｍｅｔｏｉｎｔroduce
manyimprovementsandinventionshithertototallyunknowninJapanOtheryoungmenhavebeensent 
toFrance，England，andHollandforthesamepurpose，ＴｈｅＪａｐａｎｅｓｅｎｏｗａｔＳｔ・Petersburgwerebrought
overintheRussiancorvetteBogatyr，whichlElndedthematCherbourg，ｗｈｅｎｃｅｔｈｅｙｃａｍｅｏｎｂｙｔｈｅｒａｉｌ‐ 
waythroughFranceandGerma､y・WhentheypresentedthemselvesattheAsiaticDepartment，mderthe
protectionofwhichtheywillremamduringtheirstayinRussia，theyworeEuropeandressesandhad 
hadtheirhaircut，notwithstandingwhichtheirfeaturesbearsuchastrikmgAsiatictypeａｓｔｏｃａｕｓｅ 
ｔｈｅｍｔｏｂｅｉｍｍｅｄｉａｔｅｌｙｒｅcognisedasgenuinenativesofNiphon.,，TheBogU2Warrivedthedaybeforeyes‐ 
terday（5thMay）ａｔＫｉｅｌ，ｏｎｈｅｒｗａｙｕｐｔｈｅＢａｌｔｉｃｔｏＣｒｏｎｓｔａｄｔ． 
劃⑤
幕末ロシア留学生に関する一史料
自彦の困巨閨冒禺の⑫曰８『ぐの耳の国○ｍ。ご「》四津の【目呂ののロ○の。帛口の胃」唇溥ぐの量の胃、》目『旨、乏亘呂呂の葛色、の月一色‐
巴『の一量の自己一○罠の」Ｃご←すの○嵐ご■⑪ロロ』四℃岱口切一⑪ごＣロ⑪）ず抄切⑪四民の｝弩色目」ぐの」⑪一○円。■⑰一曲』←〔同○日（ゴの可⑫『因②⑰一百一。ｐ○ゴー
日、四一国Ｈの、一一。｝四目二（ずの］ＣＥｐｍ」四℃、ロの、の尋ケ。己ＨＣＣの①』のニヰｏ目｛ずの口○の計。、言・祠の（のＨｍす巨同晒す】」、ロ二・○口一彦の
｛。］］○重】ロ、二口］⑫可の諄「ｍｍｏ魚旨厨」」琶旨、己の具の』ず］什彦の勺○ユレュ目胃⑤←し』白時口』ｚ○ぐ○⑫」」、【］》ｚｍく四］シ」』の‐」⑪‐○四日己
。『（ゴの固曰での『○同一餌口」ｇの。匡昌。［ｇの口■ごｍ］⑫冨宮》因の四『‐缶』曰」『色｝国四向。口己四宮ずの・
し」ａ８⑰彦、ぐのすの①ロ『の。①］ぐの二回一○○己の□ず回、のロ（す四一已円の」］【口旨凹Ｈ］ロの、。ご回は○口印す四ぐのすの①ロ○℃のロの』す臣シ｛臣ご毒の①【
の司口の露ぐｐｐｍ○一ｍすＨ○○房》片ケのロロ言ロ○○口の巳。⑦ロの吋巳目』ＰつＰＰ儲○局②可の回什琶○慰ＤＣＢ日の円ｏの、ロニロ、己、四はＣロケの‐
プミののご号の］輯言の『。。■員『臣Ｐ■」ロのご冒也『穴．
［資料三］
注（１）拙書『幕末おろしや留学生』（筑摩ライブラリー）や拙稿「幕末ロシア留学生市川文吉に関する一史料」（『社会労働研究』
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再□の臼シ》○国幻二［シヱ＆》鹿。
（句因○三｛。□困○壽「Ｚｏｏ因困因ｍｂｏｚＤ因ｚ弓・）
出シニロロ幻。》」巨口の司・
9３ 
（２）沙国○一○国巴自ユロの切○旬】己冨くのＱＢＱの一○勺］］Ｂｏ已戸の一・コ：。このの》ロの己。：。『一・四口。の。Ｐ吾‐言の⑪←□の『○口・三脚ａ
田○・丙口且○・・》巴・日ｏＰｚの急因Ｃ鳥口巳冒の］す。冒口の（発行年不明）の一○頁。
（３）東浦義雄『カメラ英国紀行』（篠崎書林、昭和三一一一年九月）、六二頁。
（４）当初、七名選抜されたが、志賀浦太郎岡が脱落したので六名となった。従って六名が正しい。
（５）四名は誰を指すのか不明。
（６）蕃書調所（開成所）のこと。
（７）教師というよりは、稽古人（学生）。
（８）「いちばん年長者」は、山内作左衛門㈹である。従ってこの箇所は正しくない。
（９）「最年少者の二人」とは、田中次郎㈹と小沢清次郎個であるが、ここではじっさいの年齢と合わない。
（、）英仏蘭に派遣された幕生のこと。
（ｕ）西フィンランド湾のコトリン島に位置。
（、）フランス北西部、フィーーステール県西部の港町（軍港）。かねの
り
（⑬）シェルブールに上陸させたが正しい。市川文士ロの父兼恭の自筆日記（「浮天斎日記」）に、「（慶応二年）一一月九日夕佛
（
シ
ュ
ル
プ
ー
ル
）
セルポルグ着」とある。
9４ 
幕末ロシア留学生に関する一史料
１９世紀のプリマス港と町並み
〔図版Ｉ〕
露]冠ﾖﾖﾐiliN1＃
１９世紀のプリマス市内
正面左端の建物は、幕生らが宿泊したホテル。正面中央の建物
は、幕生らが観劇した所。
〔図版Ⅱ〕
9５ 
1860年代のシェルプールの地図
〔図版Ⅲ〕
9６ 
